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（１）宍道湖の概況等について

・ 宍道湖の概況・経過について



宍道湖の諸元

湖面積 ８１．８ ｋｍ２

最大水深 ６．４ ｍ

平均水深 ４．５ ｍ

貯水量 ３６６，０００ 千ｍ３

流域面積 １２８８．４ｋｍ２

滞留時間 ０．３ 年

類型指定（ＣＯＤ） 湖沼Ａ

類型指定（Ｎ、Ｐ） 湖沼III



宍道湖流域の様子



宍道湖流域の土地利用状況

出典：マップonしまね



宍道湖の深度

出典：パンフレット「中海・宍道湖」（国土交通省出雲河川事務所）



宍道湖の年表
昭和４８年６月 環境基準湖沼Ａ類型に指定

昭和５９年７月 湖沼水質保全特別措置法の制定

昭和６１年４月 環境基準湖沼類型Ⅲに指定

平成元年２月 湖沼水質保全特別措置法に基づく指定湖
沼として指定

平成元年度～２０年度 湖沼水質保全計画（第１期～第４期）

平成１６年８月 「湖沼の水環境の保全に関する政策評価
書」（総務省）

平成１７年４月 湖沼水質保全総合レビュー（環境省）

平成１７年６月 湖沼水質保全特別措置法の改正

平成２２年３月 第５期 湖沼水質保全計画を策定



環境基準類型指定①
指定年月日 昭和４８年６月２９日

環境基準類型 湖沼Ａ類型（ＣＯＤ：３ｍｇ/ｌ以下）

達成期間 ５年以内で可及的速やかに達成

利用目的 ＜保養＞
保養の場として、水浴可能な水質を保つ
べきであり、また観光資源として、自然
環境を保全すべきである
＜水産＞
シジミ、ワカサギ、フナ、シラウオ、エビ
等は勿論、アユ等の貧栄養湖型の魚類
の生息可能な水質を保全すべきである。



達成のための
施策（答申時）

（１）公共下水道・宍道湖流域下水道の
早急な完成

（２）工場・事業場等の排水基準の規制
強化

（３）底質の対策

（４）富栄養化防止対策（りん、窒素等の
実態把握等）

（５）流入河川の浄化対策

（６）その他（知識啓蒙と住民の積極的な
協力）



環境基準類型指定②
指定年月日 昭和６１年４月１日

環境基準類型 湖沼類型Ⅲ（全窒素：０．４ｍｇ/ｌ以下）
（全りん：０．０３ｍｇ/ｌ以下）

達成期間 段階的に暫定目標を達成しつつ、環境基
準の可及的速やかな達成に努める

利用目的 湖沼Ａ類型（昭和４８年６月２９日）と同じ

達成のための
施策（答申時）

（１）「宍道湖・中海水質管理計画」の推進
並びに新規施策の調査研究

（２）湖沼水質保全特別措置法に基づく施
策の導入


